













ある。この日からカニ漁の終了する 3 月 20 日までの 4 ヶ月半の稼ぎは、年間収入の 7 割
を占めている。
　11 月 6 日解禁とは、6 日の午前 0 時に漁場に網を入れてもいいということを意味する。
その漁場を目指し、前日の夜にカニ漁船は出港する。
　柴山漁協所属のカニ漁船は 10 隻である。そのうち 9 隻は 100 トンの大型船であり 10 人
ずつが乗り組んでいる。本格的なカニ漁は、隠岐近くまで出漁するため 4 ～ 6 日間の漁に




写真 1　カニ初セリの様子 写真 2　カニの水揚げに向けられるカメラ
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この頃になると、マスコミだけでも 10 数人、見物客も 20 人ほどが集まっていた。


















カニの到着を待つ様子が映される。そして午後 6 時半、ほぼ同時に到着した活カニには 
1 枚 5 万円の値が付けられ、店頭に並んだ。「ほー、カニやあ」「カニの季節になったんや」「う
まそうやけど高いなあ」などさまざまの声がかかるが、みんな眺めるだけである。午後 7
時半ごろ「ご祝儀やから買うてえなあ、安うするで」との声とともに、2 万円で 1 枚売れた。
「週末やったら売れるんやけどな、今日は水曜やから」閉店時に 5 枚が売れ残っていた。
　多分阪急百貨店は、売れないことも織り込み済みなのであろう。カニは季節の風物詩で
あり、一流デパートのディスプレイなのである。
　こうして解禁日のカニ狂詩曲は終わった。迎える 12 月が宴会需要、贈答需要、正月準
備でまさにカニの最ピーク期となる。これからカニ交響曲の本番に入っていくのである。
（2013 年のフィールドノートより作成）
